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略歴
1951年，長野県に生まれる
1969年，お茶の水女子大学文教育学部英文科入学
1973年，同大学卒業
1973年，東京大学大学院人文研究科英語英文学修士課程入学
1976年，同大学院修士課程修了
1976年，東京大学大学院人文学研究科英語英文学専攻博士課程入学
1981年，同大学院博士課程単位取得退学
1981年，和光大学人文学部専任講師
1985年，和光大学人文学部助教授
1990年，早稲田大学教育学部英語英文学科専任講師
1991年，同大学同学部助教授
1993～ 94年，Macalister Collegeにて，Visiting Professorとして，「日米比較文学」の授業を担当
1994年 9月～ 1995年 3月，早稲田大学国際部にて，「英語翻訳で読む日本近代文学」の授業担当
1996年，早稲田大学教育学部教授
業績
単著
2003年，The Rape of the Nation and the Hymen Fantasy: Japan’s Modernity, the American South, and 
Faulkner, Lanham・Boulder・New York・Toronto・Oxford: University Press of America, 2003.
 本書により，私はアメリカの名著者事典 Contemporary Authorsで「卓越した物書き」とし
て認められ，この事典に掲載される。Contemporary Authors, Vol.240, Thomson/Gale, 2006, 
pp. 409–411
1992年，『民族強姦と処女膜幻想：日本近代，アメリカ南部，フォークナー』，御茶の水書房
共編著
2002年，Tomoko Kuribayashi and Mizuho Terasawa eds. The Outside Within: Ten Essays on Modern 
Japanese Women Writers, Lanham・Boulder・New York・Toronto・Oxford: University Press of 
America
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論文が掲載された単行本
2009年，『私の太宰：その魅力』，青森：東奥日報社，（青森の新聞『東奥日報』が太宰治生誕 100
年記念の特別企画として，様々な分野の人に独自の視点での太宰論の執筆依頼をしたもの。
私の太宰論は同年 9月 27日から 7日間連続で，『東奥日報』に掲載されたものである）
2003年，「ポリティカル・コレクトネス批評の誤謬」，『かくも多彩な女たちの軌跡』，南雲堂
2002年，“Sharing Sex, Sharing Meals: A Discussion on Hayashi Mariko’s Works,”寺沢が編集を務
めた上記の The Outsider Withinに収録
1999年，「被害者の仮面をかぶった加害者の欺瞞物語：謎解き『ビラビド』」，『女というイデオロ
ギー』，南雲堂
1980年，「終焉と不滅：『行け，モーゼ』論』，『文学とアメリカⅠ』，南雲堂
雑誌等に掲載された論文
2009年「私の太宰」，『東奥日報，夕刊』，9月 27日から 10月 4日まで掲載
1998年，「男の意味づけから解放された処女性：ジャンヌ・ダルクとは誰か」，『問題としての男と
女』（静岡県舞台芸術センター）
1997年，「フォークナーの分かりやすさ」，『英語青年，11月号』，（研究社）
1995年，“Split Nationality: Humiliating Treaties Left Japanese Psyche Divided,” Japan Update, March, 
（Japan Business Information Center）
1995年，“Unspeakable Ambivalence* Japan Turned to the West to preserve the National Spirit,” 
Japan Update, February, （Japan Business Center）
1988年，「彼はなぜ金持ちの美女に魅かれるのか：『全能の母親』探求の文学」，『ユリイカ，12月号，
フィッツジェラルド特集』，（青土社）
他にも，William Faulkner, F. S. Fitzgerald, Ernest Hemingway, Herman　Melville, Nathaniel 
Hawthorne, Theodore Dreiser, Toni Morrison, Alice Walker, Ralph Ellison, Kurt Vonnegut, Bernard 
Malamud, Philip Roth ，中上健二，批評のあり方に関する論文等，多数。
翻訳
単独訳
2006年，ロバート・ハンブリン，チャールズ・A・ピーク共編，『ウィリアム・フォークナー事典』
（雄松堂）
2004年，レナード・シェンゴールド著，『魂の殺害』（青土社）
1998年，アンドレア・ドウォーキン著，『女たちの生と死』（青土社）
1996年，ジェシカ・ベンジャミン著，『愛の拘束』（青土社）
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1995年，アンドレア・ドウォーキン著，『贖い』（青土社）
1992年，マリアンヌ・ハーシュ著，『母と娘の物語』（紀伊國屋書店）
1993年，アンドレア・ドウォーキン著，「1973年 10月」，『イマーゴ，4月号』（青土社）
1991年，アンドレア・ドウォーキン著，『ポルノグラフィ：女を所有する男たち』（青土社）
1989年，アンドレア・ドウォーキン著，『インターコース：性的行為の政治学』（青土社）
1989年，アンドレア・ドウォーキン著，「皮膚の喪失」『現代思想，1月号』（青土社）
共同訳
1984年，ドロシー・ディナースタイン著，『性幻想と不安』（岸田秀・寺沢みづほ，訳）（河出書房
新社）
部分訳
1994年，『アメリカ文学事典』（本の友社）
エッセイ，書評等
2002年，『フェミニズムの名著』（平凡社）
2001年，Janet Eldridge Miller ed. Who’s Who in Contemporary Women Writing ，（London and New 
York: Routridge 2001）の Advisor
2000年，『國文学，3月号』（学燈社）
1998年，『日経ウーマン，10月号』，（日本経済新聞社）
1998年，『社会学文献事典』（弘文堂）
1998年，『出版ニュース，8月号』（株式会社，出版ニュース社）
1993年，『週刊読書人，6月 21日号』の書評
1990年，『週刊読書人，4月 23日号』の書評
1989年，『翻訳の世界，10月号』，（バベル出版）
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